
 
   
          
                           
 
 
 

  
  
 
 
 
 
 
 
 
                                    
                                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
                                       
                      

 

 

 

 

                    

                                

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度 

５月号

横  浜  市  立  市  沢  小  学  校  
校 長  白岩 敬之  
電話 ３７３－４５１１            

FAX      ３８１－７４０２  

令和８年４月３０日 

１年生と上級生との手つなぎジャンケンゲーム ～学校教育目標「市沢に生き、共に輝く子」～

学学校校だだよよりり 

ぴかぴかの１年生が入学しました！ 

４月１３日（月） 開校記念式  歴史と伝統の市沢小  

令和８年度 入学式 優しい６年生が 

教えてくれました 

 

並んで下校 給食当番も始まりました お勉強もがんばっています わくわくタイム「読み聞かせ」 

なかよしタイム「おなまえ なあに」 



 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
                                   

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５月の予定：５月１１日（月）午後・２５日（月）午後・２７日(水)午前  

◆児童支援専任 久保教諭より◆ 

◆不審者や不審電話に気を付けて◆ 

学校の取組・行事 学校支援アプリ「すぐーる」 

 

《高学年を中心とした教科担任制》 

学校カウンセラー 上田 順一 先生の紹介 

≪お知らせとお願い≫ 

 



―「なぜ？」「どうして？」から始まる学び― 

学校長 白岩 敬之 

 

先日、1 年生の教室を訪れたときのことです。 

ある子から「校長先生は何ていう名前なの？」と聞

かれました。管理職になると、「校長先生」「副校長先

生」と呼ばれることが多く、名前を呼ばれる機会はあ

まりありません。けれど、その問いかけに、私は学び

の大切な出発点を感じました。 

 

1 年生は今、生活科で学校探検に取り組んでいます。 

以前は、担任が行き先を決め、みんなで並んで校舎を回ることが一般的でした。しか

し最近は、子どもたちの興味や関心を大切にし、広い校舎の中で「知りたいこと」「不思

議に思ったこと」を自分たちで確かめていく学習へと変わってきています。 

「1 階にはどんな部屋があるの？」 

「図書館は何階？」 

「プールは見当たらないけれど、どこにあるの？」 

そんな 1 年生らしい「？」が次々に生まれます。 

実際に確かめる中で、「3 階には○年○組があった！」「でも、担任の先生は誰？」と、

疑問が新たな疑問を生み、学びは広がっていきます。 

 

人から教わったことは、忘れてしまうこともあります。 

しかし、自分で考え、確かめ、獲得した学びは、心に

しっかりと残ります。 

本校の学校目標である「共に輝く子」は、まさにこうし

た学びの積み重ねの中で育まれていくものだと考えて

います。自分の「知りたい」を大切にしながら、友達と関

わり、学び合い、共に成長していく姿です。 

そんな学校だよりを書いているときにも、1 年生が職員室にやって来て、「屋上に行っ

てみたいので、鍵を貸してください！」と話してくれました。 

自分たちの疑問を確かめるために、学びを自分たちで進めている姿に、うれしさを感

じました。 

これからも、子どもたち一人一人の「知りたい」「やってみたい」という思いを大切にし、

学校目標「共に輝く子」の実現に向けて、主体性を育む教育活動を進めていきたいと思

います。 

１年生のたくさんの知りたいこと 

１年生が校庭で何かを発見！？ 


